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栃木県自動車放射能探査報告
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　　In　order　to　obtain出e　data　for　the　u士anium　prosかecting　in　future，the　radiometric　survey

was　carrie40ut　with　car－mounted　scintillation　countehn　Tochigi　prefecture　in　Marρh，1960。

　　　　This　district　is・so－called　Ashio　mountain　block　in　the　northem　part　of　th6Kant6region　and

consists　mainly　of　Paleozoic　formation　and　granitic　rocks。

　　　　The　results　obtained　are　as’follows：

　　　　1）　Clayslate　in　Paleozoic　formation　have　a　comp亀ratively　highγray　intensity．

　　　　2）　Granitic　rocks　in　this　district　have　some　lowγray　intensity　compared　with　other　regions．

　　　　3）　Clayslate　of　Paleozoic　formation　distributed　in　Tonohata　shows　a　co血paratively　high

γ・ray　intensity．　　（1ン100counts　per　second　ih　recor（i）

　　　　　　　　　　要　　旨

　栃木県西北部および群馬県東北部地域において自動車

放射能探査を実施した。本調査の結果この地域の放射能

強度分布状態を明らかにすることができたが，一般に放

射能強度は低い値を示し，特に著しい異常を示す地域は

認められなかつた。

1．　緒　　言

　昭和34年度核原料物質調査事業の一環として昭和35

年3月初旬より中旬にかけて約20目間足尾山塊を中心

とした栃木県西北部地域および群馬県東北部地域の自動

車放射能探査を実施したのでこ》にその調査結果を報告

する。すでに昭和33年地質調査所において栃木県加蘇

鉱山，あるいは群馬県萩平鉱山において秩父古生層中に

胚胎するマンガン鉱床に付随して放射能異常が発見され

ており，これらを中心とするマンガン鉱床区の放射能概

査が要望されていたものである。なお，本調査地域の一

部である栃木県上都賀郡足尾鉱山周辺において，すでに

昭和31年3月に自動車放射能探査の研究調査が行なわ

れている。

　調査は筆者らのほかに田中信一が参加した。調査に使

＊物理探査部

用した測定器は従来使用したMount　Sopris社製SC－

188DA型Scintilla多ionCounterであつて，その詳細

についてはすでにしばし峠報告されているので省略する。

2．　調査地域

　調査地域は付図（放射能分布図）に示すように東は関．

東平野の西北部鹿沼・栃木を結ぶ線を境とし南は桐生・一

足利・佐野に至る地域・西部は赤城山東麓兆部は日光

市付近に及んでいて，主として栃木県上都賀・安蘇・足

利郡および群馬県勢多郡と山田郡の一部にあたり，国土

地理院発行5万分の1地形図，目光・鹿沼・足尾・桐生

および足利がそのおもな地域である。調査面積は約2，

000〆km2である。

　本調査地域は一般に足尾山塊と呼ばれ，関東平野北縁『

に位置する標高300’）1，000mの山地である。調査地西．

部には1，000m以上の山嶽が連なり，東方，西方に向か・

つて次第に低下し標高300’》500mの申地となつて関東平

野に接している．山地は多くの谷で刻まれ斜面は急傾斜

をなすことが多い。したがつて沖積平原の発達は少ない。

NE一一SWの方向に渡良瀬川，これと平行に栃木・群馬

県境を桐生川が流れている。足尾山塊の諸川はこれらの

川と直角の方向に流路をとることが多い。

　本地域を構成する岩石は大別すると次の4種に分けら
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　　特1が認められたのはこグ）1めと離えられる．隔薮尾一
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が，ガンマ線懸．慧の変化の範囲激4（）0椥纒）（短翌講であつて

罰じ古孟l／沖でもkきな変化がある。、袖1．li一構懸一楡沢

では墨）（〉£潤玉ニヌ下であるが，　これは赤甥始薫1φ曝1出彰寮であ

る舞事羅i糸灘嚢1舞葦写によ嶋ものと、懇わ才しる、、オ藝鷺、邦1漁議轍グ憾懇

留淵・石璽嚇春お鶯にぐ汰1粟野鳶　羊のチヤート，　、藷、垂燭顎羊のイ沙

岩・輝編奪1疑灰；慰等が分布気ノていて4（X〉一S｛ぬ銀ぎを示し

彊獲：の変化範囲は大きい、，

　　（4）　難）矯およ甲び中奪垂　｝涛／慰圭戒

　　嘘…禅響湖ノ南にノ書ζく峯酵羅，蔓聡ないL．は才鑓翻磯三；轡カヌプ布

覧、「ている、、一一部に愈流紋渥鐵ヴ）噴む1義、器相を示すものが翼忍

め桑，薄㌔てい慧、，足寿義から糸卿慈峠懸糸墨饗li、賑にi璽　　謹1洛，

あるいは、大薫ノ婿1’総の』露1越1絡め“刃ll喋，壁、墾，　f竃繕護ノト燧嚢に至

る道路では、至・記の署英斑岩グ）露出がみられるが，いずれ

も7（X）償蝿翼舜真の・ノブン～ぐ繕響婁、／鷺を毒捜〆．て、・る、．ノ」飛聡芦1よ

1），馨沢を経て嶋虫繊四麓較至描道路お、獣び黒州の、．1二流で

は秩父古生層ガ刀布するが，いずれも50（）細700噸sで

ある、、鳴虫山南方の殿畑部藩の路傍にみられる古一｛煽の

粘板量耕擁こきわめ脚ぐ鰯部的に1，i（X）織）s、嚢馨葺養表面にお

ける懸ゾ1藁身寸癖．ξ＿髪5献（）．（）s猟舞簸グ）勤紅琶絞嚢勺彗撫いプ汝勢櫨雛彊気

！）芝濤糖認めらオ・した。、また憂嚢薦彗審騨客整蕎プy糸勺ik騰では遷就総纐

塚、｝繊畢rが露娯し絡（）（讐sを；拳している窃鳴虫山鱗麓：に

は婁畑よ舅ヨ光に通婆る道絡が作られつつあつて，こび）

新しい道路では80G～難○○鷺郷め強1斐が認められた。　中

禅肇湖畔，薦蒲ケ浜付近においてi，4（沿螢難，露頭表面

にお糞紺て照射線灘翼率○．03駄躍撫を示すグ）は，半花

嵐岩霞花纐岩の風化したもの轍よる．男幽、し1浮ぞ繍は中

籍、｝湖畔および戦蠣ケ原付近紅分布レているが，いずれ

雀、4叙）c茎）s£λ｝ド紅す明ぎない。　弄鑑尾鍾誌 套薩ヒププの耀≧講載渉鷺のτ芝

流気蔵沢の深1雄麟・考罎杉蕊　愈7叙｝織薦弾ぎ後の強慕るを，憲’

た今市薦購方の千本木よ桝1．1窪に灘る付近，および長畑

付遭1の舞灘紀層は鱒鞭馨以下の強度を示している。

墨．結　　繋

　渥琴l／　鈴のいマン・カやン爵藁末に移慰1婁し、てグ）1がン・マ牽泉弓撫1糞を鋼

定衡足、犠1．i．1塊で行癒つ慧。今騒の調査董おいてはいわゆ

る異常地帯とみなされる所は認められず特に注馨に値す

る梱処は発菟されなかつた，古煮継　／：曜）粘板岩は一般に

他と比較していくぶん圏いガンマ線強度を示Uている。

、／調議i地域内では花崩岩・石英斑岩ないしは花醐斑岩の

分布する地域は他の地糞戒に比較して比較的・1藪レ・ガンツ線

弓搬獲を示している，、籍．光倖ぎ方毒嚢難纏獅客ず・圭塁鷺の路｛労におい

て刻ド，他と瑠献』ぐや》強いガンマ線弓撚膜を有する

聖胡癒轡を発昆した。，この．丈らな率羨板タ掻に♂）い｝ぐは一ヌさ地

璽零糞周奮力竃聾農窟オLる、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（紹馨領3難磯！3メ／｝躍縫．薮）

窟　鰍

1）　柚第木繕需　弄磁ノ麹彗1絶圭愚餐難瀬およてメ疑莞明糞讐，　／9静7

3ε一…（墾鶏慧）




